
項目 観　　　　　　　　　　点
Ｒ３

評価
Ｒ４

評価 Ｒ５評価 上 中 下 所　　　　見

 ① 魅力的な山村の学校教育の実現を目指す。 上 上 上　中　下 6 5 0

 ② 学校・地域ぐるみの教育の充実に努める。 上 中 上　中　下 3 8 0

 ③ 社会教育の充実に努める。 中 中 上　中　下 2 9 0

 ④ 伝統的山村文化の保存・継承と創造に努める。 中 中 上　中　下 1 10 0

 ⑤ 生きるちからを育む教育を推進する。 中 中 上　中　下 2 9 0

 ⑥ 少人数教育の充実を図る。 上 上 上　中　下 6 5 0

 ⑦ 充実した教育機器と学校施設の活用を図る。 上 上 上　中　下 6 5 0

 ⑧ 個性ある学校の充実に努める。 上 上 上　中　下 6 5 0

 ⑨ 学校間の交流を推進する。 中 中 上　中　下 3 8 0

 ⑩ 山村留学の推進を図る。 上 中 上　中　下 2 9 0

 ⑪ 学校開放と地域との連携を図る。 中 中 上　中　下 2 8 1

 ⑫ 生涯学習の推進を図る。 中 中 上　中　下 3 8 0

 ⑬ 生涯スポーツの推進を図る。 上 上 上　中　下 5 6 0

 ⑭ 郷土資料館の整備と充実及び運営を行う。 中 中 上　中　下 1 9 1

 ⑮ 伝統芸能・行事等の保存と人材育成を図る。 中 中 上　中　下 1 8 2

 ⑯ 生活文化等の保存に努める。 中 中 上　中　下 1 9 1

 ⑰ 伝統的な町並みの保存と継承に務める。 中 中 上　中　下 6 5 0

　コロナ禍が明け、日常を取り戻した中での教育活動となっ
た。学校における諸問題については、中学校で顕著となり、
学校・教育委員会が連携してその解決にあたったが、なかな
か改善に向かわず一進一退の状況であった。
　山村の小規模校であるメリットを最大限に生かし、各学校に
おいて個性と特色のある学校運営を推進すると共に、地域住
民との連携による地域ぐるみの教育の充実に努めている。
　児童・生徒数の確保は喫緊の課題であるため、山村留学制
度の推進を図ることにより留学者を確保、一定の成果をあげ
ることができた。引き続き山村留学の推進により、児童・生徒
の確保に努める。
　社会教育においては、重伝建地区赤沢の30周年記念行事
を行い、地域住民と共に今後の維持・活用を考えていく良い
機会となった。
　文化団体の減少等により、文化の保存・伝承は非常に厳し
い状況となっているため、何らかの手立てを講じる必要があ
る。

 　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第２６条により、教育委員会は、毎年その権限に属する事務の管理及び執行の状況について点検及び評価を行
い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに公表しています。
 　早川町教育委員会では、それぞれの項目について前年度の点検・評価を行い、上・中・下の３段階による評価を実施しました。評価の結果と各項目に対して
の所見は次のとおりです。

 　教育委員会では今回の点検・評価の結果を踏まえて、事務改善を図りながら更なる教育行政の推進に努めてまいります。

令和５年度早川町教育委員会活動の点検・評価　　 　 (委員４名・職員７名＝１１名）　　　　

事
務
局

 ⑲ 事務局職員は誠実に職務を遂行していますか。
　　　（服務・接客など）

上 中

総
合
評
価

学
校
教
育

　児童・生徒数が減少する中ではあるが、小中３校体制での
早川教育の推進を目標に、学校施設等教育環境の充実や
山村留学者増加のための取り組みを行い、一定の成果をあ
げることができた。その一方で、小規模校ゆえの諸課題があ
り、中学校で顕著となっている諸問題については、学校・教育
委員会が相互に連携をとりながら指導を行ったが、保護者の
理解に課題が残り問題の解決には至っておらず、課題が
残った。
　義務教育経費無償化事業・給食費無料化事業を継続する
事により、義務教育に掛かる子育て世代の負担軽減を図り、
子育てしやすい環境の整備に努めるとともに、小規模校ゆえ
の教員配置等のデメリットを解消し教育水準を向上するため、
町単教員を配置する事で、複式学級の解消に努めている。
　山村留学は、オンラインによる説明会や、公式インスタグラ
ム・首都圏でのセミナーへの参加により、1世帯２名の児童を
新年度に迎え入れることができた。児童生徒数の確保が引き
続き喫緊の課題であるため、山村留学の推進を図ることはも
ちろんだが、小規模校のあり方についての議論の必要性も感
じた。
　

社
会
教
育

　コロナ禍が明け、社会教育・社会体育共に日常に戻った活
動が展開できた。
　社会体育ではグラウンドゴルフやゴルフの大会を活発に行う
ことができたとともに、室内での軽スポーツ大会も久しぶりに
開催することができた。
　社会教育においては、重伝建赤沢宿の30周年イベントを開
催し、今後の維持・活用に向けて住民と共に考える良い機会
となった。
　高齢化による文化団体の減少が課題であり、地域文化の伝
承と併せて今後とも必要な手立てを模索していく必要がある。
　文化祭については、新たな取り組みとして食まつりと共催で
行う等、新たな取り組みも始まったが、課題は依然として大き
い。

教
育
委
員

 ⑱ 教育委員は誠実に職務を遂行していますか。 上 上 上　中　下 6

上　中　下 0

　 課員一丸となって、教育行政全般に取り組むことができ、
予定した事業も遂行することができた。
　今後も課内の連携を密にして、様々な教育課題に対応し、
早川教育の推進に努める。
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　コロナ禍が明け、諸行事が活発化した中で毎月の定例会や
諸行事に積極的に参加していただき、教育行政全般につい
て忌憚のない意見をいただいた。
　複雑化する学校の諸問題についても、適切な意見をいただ
くことができた。
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